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共通教育ということで、先ず思 うことは、私が学生時代唯
一興味を持 って熱心に受講 していた授業のことである。それ
は、今はもう亡 くな られて随分と時間が経って しまったが、
三木成夫先生の"生 物"と いう授業で、た しか1年 間にわた
って、今はもう壊されてないが、木造の本部棟2階 のそれほ
ど広くもない教室で、毎週水曜日の午後に開講されていたと
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記憶している。
三木先生は、東大の医学部を卒業されて、解剖学か らそれ
に派生して発生学を研究 してお られた。勿論私達にはその辺
の専門的なところは、皆目理解の外であったが、不思議と私
達の問ではこの授業の人気は高く、1度 な らず、再度、再々
度と授業をうける学生もいた。こういうことは、主に年間を
通 して実技、作品制作を中心としたカリキュラムが展開して
いる私の大学では非常に希なことであ って、三木先生のあた
たかいお人柄はもとより、その授業の内容がやはり私達を引
きつけていたことは間違いのないところである。
授業は先生の専門の発生学を中心として進められた。詳細
はさだかではないし、時間の経過のなかで曖昧になってしま
ってもいるが、個体発生が系統発生の記憶を胎児の成長とし
て、あらたに経験 し、たどっていくこと。海の干満の リズム
と、体内の血流のリズムとの相似などをスライ ドを多用され
て展開していく授業は、私達若い学生にとっては、非常に刺
激的でもあり、又、日常の制作活動にたい しても大きな影響
をあたえてもらったと思っている。そ して、授業の最後、1
年の終わ りに課題が出されるのだが、内容は"原 形"と いう
テーマでの作品、主に素描の提出という問いであった。形象
の根元にあるもの、眼に見える表層を成立させている底の底
にあるものを、そこに在るであろう形(フ ォルム)を 描いて
みよというものであった。これはまだ若い学生にとっては大
変に重い課題であると同時に、永遠の問いでもあって、現在
の私にとっても、同様に本質的な設問でもある。その時にど
のような作品を提出 したかよく覚えていないが(も しかした
ら描ききれなかったのかもしれないが)この問いかけは、常
に私の精神の片隅から去ることはなく、制作の契機として、
私のなかで響き続けているものでもある。
改めて考えてみると、この授業が、私達におおきな意味を
あたえてくれたのは、1つの設問、1つの問いかけ、この場
合は"原形"という主題を中心として、三木先生と私達の思
考の流れが交叉しあい、大きな渦のようなものを出現させた
ということではなかったろうか。これが意味することは、自
明なことではあるが、このような優れた問いかけなしに、優
れた学びはあり得ないし、深い認識に至る道筋も明らかにさ
れないということではないだろうか。私は大学教育の要諦の
1つはこのことだと考えている。知識を伝えることは勿論重
要であるが、疑問をもつこと、優れた問いを発することが、
すべての始まりであることを伝えることが私達の責務であり、
その問いを誘発することを私達は要求されているのだろう。
共通教育というものが、ややもすれば表層をなぞって良し
とするような傾向で学生にとらえられていることは、残念な
ことである。優れた問いを発するためには修練が必要である
ことは当然のことであるが、この修練に対応する精神的基盤
を形成する、培う為に教養教育が果たす役割には重いものが
あることも了解されるところであろう。現実には様々の制約
が存在することはやむを得ないことであるが、その理念に些
かの変更があるわけではない。学生、教員が共にその場を創
成する気持ちを発動することが今必要とされていることでは
ないだろうか。
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